
３
学
期

・２次関数のグラフの特徴を理解するとともに、２次関数の式とグ
ラフとの関係について、コンピュータなどの情報機器を用いてグラ
フをかくなどして多面的に考察する。
・２次関数の値の変化について理解し、具体的な事象に関連した課
題の解決に２次関数を活用する力を身に付ける。次に、２次方程式
や２次不等式の解と２次関数のグラフとの関係について理解し、２
次関数のグラフを用いて２次不等式の解を求められるようになる。

その他

１
学
期

・式を、目的に応じて一つの文字に着目して整理したり、一つの文
字におきかえたりするなどして、既に学習した計算の方法と関連付
けて、処理する力を養う。次に、中学校までに取り扱ってきた数を
実数としてまとめ、数の体系についての理解を深める。また、簡単
な無理数の四則計算ができるようになる。
・不等式の解の意味や不等式の性質について理解するとともに、不
等式の性質を基に１次不等式を解く方法を考察したり、具体的な事
象に関連した課題の解決に１次不等式を活用したりする力を身に付
ける。

２
学
期

・三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比の相互関係など
を理解できるようにする。また、日常の事象や社会の事象などを数学的にと
らえ、三角比を活用して問題を解決する力を身に付ける。
・図形の構成要素間の関係を、三角比を用いて表現し定理や公式を導く力、
日常の事象や社会の事象などを数学的にとらえ、正弦定理、余弦定理などを
活用して問題を解決する力を身に付ける。
・データの散らばり具合や傾向を数値化する方法を考察する力、目的に応じ
て複数の種類のデータを収集し、適切な統計量やグラフ、手法などを選択し
て分析を行い、データの傾向を把握して事象の特徴を表現する力、不確実な
事象の起こりやすさに着目し、主張の妥当性について、実験などを通して判
断したり、批判的に考察したりする力などを養う。

第１節　数と式の計算

第２節　１次不等式

第１章　数と式

第３章　図形と計量

第１節　三角比

第２節　三角比への応用

主体的に学習に
取り組む態度

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創
造性の基礎を養う。 ・学習活動への取組

・課題・提出物の状況

学　習　項　目 学習内容・学習のねらい

知識・技能

　数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基本的な概念
や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。

・定期考査
・小テスト

思考・判断・表現

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的に見たり目的に応じて適切に変
形したりする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量につ
いて論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現して
その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象など
から設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目
し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

・定期考査
・課題・提出物の内容

学習
目標

数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解し、基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識で
きるようにするとともに、それらを活用する態度を身に付ける。

評価

評価の観点 評　　価　　規　　準 評価方法

学　科 農業科 学　年 １年

教科書 新 高校の数学Ⅰ(数研出版) 副教材 なし

<様式１> 数学
愛媛県立西条農業高等学校

科目名 数学Ⅰ 単位数 ３単位

第５章　データの分析

第２章　２次関数

第１節　２次関数とグラフ

第２節　２次関数の値の変化



<様式１> 数学
愛媛県立西条農業高等学校

科目名 数学Ⅱ 単位数 ４単位

学　科 農業科 学　年 ３年

教科書 新高校の数学Ⅱ(数研出版) 副教材 なし

学習
目標

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えに
ついて理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し表現す
る能力を養うとともに、それらを活用する態度を身に付ける。

評価

評価の観点 評　　価　　規　　準 評価方法

知識・技能
　いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角
関数及び微分・積分における基本的な概念、原理・法則など
を体系的に理解し、基礎的な知識を身に付けている。

・学習活動への取組
・課題・提出物の状況

思考・判断・表現
いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えにおいて、事象
を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通し
て、数学的な見方や考え方を身に付けている。

・定期考査
・小テスト

主体的に学習に
取り組む態度

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分における考え方や体系
に関心をもつとともに、数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用して数学的な考え方に基づ
いて判断しようとする。

・定期考査
・小テスト

学　習　項　目 学習内容・学習のねらい

１
学
期

第１章 複素数と方程式
  第１節 式の計算
  第２節 複素数と方程式
  第３節 式と証明
第２章 図形と方程式
  第１節 点と直線
  第２節 円

・整式の乗法・除法及び分数式の四則計算について理解でき
るようになるとともに、等式や不等式が成り立つことを証明
できるようになる。また、方程式についての理解を深め、数
の範囲を複素数まで拡張して二次方程式を解くこと及び因数
分解を利用して高次方程式を解くことができるようになる。
・座標や式を用いて、直線や円などの基本的な平面図形の性
質や関係を数学的に表現し、その有用性を認識するととも
に、事象の考察に活用できるようになる。

２
学
期

第３章 三角関数
第４章 指数関数・対数関数
  第１節 指数関数
  第２節 対数関数

・角の概念を一般角まで拡張して、三角関数及び三角
関数の加法定理について理解し、それらを事象の考察
に活用できるようになる。
・指数関数及び対数関数について理解し、それらを事
象の考察に活用できるようになる。

３
学
期

第５章 微分法と積分法
  第１節 微分法
  第２節 積分法

・微分・積分の考えについて理解し、それらの有用性
を認識するとともに、事象の考察に活用できるように
なる。

その他



<様式１> 数学
愛媛県立西条農業高等学校

科目名 数学A 単位数 ２単位

学　科 農業科 学　年 ２年

教科書 新　高校の数学A 副教材 なし

学習
目標

図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟
を図り，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学的に考察する
能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度
を育てる。

評価

評価の観点 評　　価　　規　　準 評価方法

知識・技能

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事
象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

・定期考査

思考・判断・表現

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起
こりやすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に
数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

・定期考査
・課題・提出物の内容

主体的に学習に
取り組む態度

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

・学習活動への取組
・課題・提出物の状況

学　習　項　目 学習内容・学習のねらい

１
学
期

第１章 場合の数と確率
　第１節　場合の数
　第２節　確率
　　１　事象と確率

場合の数を求めるときの基本的な考え方についての理
解を深め，それらを事象の考察に活用できるようにす
る。

２
学
期

第１章 場合の数と確率
　第２節　確率
第２章 図形の性質

確率の意味と確率を求めるときの基本的な法則や考え
方についての理解を深め，それらを事象の考察に活用
できるようにする。
平面図形の性質についての理解を深め，それらを事象
の考察に活用できるようにする。
空間図形の性質についての理解を深め，それらを観察
したり考察したりすることで，空間認識力の育成を図
る。

３
学
期

第３章 数学と人間の活動

整数の性質，点の位置の表し方，数学とゲーム・パズ
ルとの関係について，数学的活動を通して理解を深
め，それらを事象の考察に活用し，数学により興味を
もってもらえるようにする。

その他



３
学
期

　割合、濃度
　速さ・時間・距離
　面積・体積

【学習内容】割合、濃度、速さ・時間・距離、面積・
体積
【学習のねらい】日常生活に密着した諸事象を数理的
に捉え、適切な指標を用いて比較・判断する力を養
う。目的に応じて正しく数値を処理することで、論理
的な根拠に基づき問題を解決する態度を育む。

その他 Ａ４紙ファイルと、タブレット（スタディサプリ）を用意しておいてください。

１
学
期

　数と式

【学習内容】単項式・多項式の四則演算、展開・因数
分解、根号を含む計算、１次方程式、１次不等式、連
立方程式、連立不等式
【学習のねらい】文字を用いた計算や式の展開、方程
式などの処理技能を習得する。目的に応じて式を変形
する過程を通じ、論理的な思考力や計算の正確性を養
う。

２
学
期

　関数
　三角比

【学習内容】１次関数、２次関数、三角比
【学習のねらい】１次関数、２次関数の学習を通じ
て、変化の割合やグラフの特徴を捉え、事象を数理的
に把握・予測する力を養う。また、三角比の概念を理
解し、図形の計量や測量などへの活用を通じて、直接
測れない距離や角度を論理的に算出する思考力と技能
を習得する。

主体的に学習に
取り組む態度

　知識・技能を習得するため、思考力・判断力・表現
力を身に付けるために、試行錯誤するなど粘り強く学
習に取り組み、工夫しながら学習を調整している。

・授業プリント
・グループ活動
・小テスト、課題

学　習　項　目 学習内容・学習のねらい

知識・技能
　基本的な概念、原理・法則などを体系的に理解し、
基礎的な知識を身に付けている。また、事象を数学的
に処理するなどの技能を身に付けている。

・定期考査
・授業プリント
・グループ活動
・小テスト、課題

思考・判断・表現
　知識・技能を活用して、数や式を目的に応じて変形
したり、論理的に考察した内容をわかりやすく表現し
たりする力を身に付けている。

・定期考査
・授業プリント
・グループ活動
・小テスト、課題

学習
目標

対話を通じた教えあい活動を軸とし、自分の考えを言語化して相手に伝える力や不明な
点を解消する力を育む。同時に、グラフや計量、割合といった日常生活にも必要な数学
的知識を習得し、他者と協力して課題を解決する実践的な態度を養う。

評価

評価の観点 評　　価　　規　　準 評価方法

学　科 農業科 学　年 ３年

教科書 実践数学 副教材 なし

<様式１> 数学
愛媛県立西条農業高等学校

科目名 実践数学 単位数 ２単位


